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トリン寺仏塔より出土した世間施設論の梵文写本

松 田 和 信

〔抄 録〕

西チベット・ガーリー地区のトリン寺 (mTho lding dGon pa) の仏塔址から出土し

た梵文樺皮写本について、その中の 1 葉を〔根本〕説一切有部教団の『世間施設論

(Lokaprajñapti)』に同定し、ローマ字転写に加えて、再構成した梵文テキストと和

訳を提示する。この 1葉に含まれる梵文テキストは『世間施設論』において月と太陽

と星形の構造を解説する箇所の 8 割以上をカヴァーする。本稿によって、従来、チ

ベット語訳とわずかな梵文断簡でしか知られていなかった『世間施設論』に新たな梵

文原典の一部を付け加えることになる。

キーワード：世間施設論、梵文写本、トリン寺、月輪、日輪

まえがき

本年 7月末のことであったが、西チベットのガーリー (mNgaʼ ris 阿里) 地区に点在する寺

院に所蔵される稀覯文献のカラー図録を大谷大学の上野牧生氏が筆者の研究室に持って来てく

れた。北京の書店で 3 月末の出張ついでに購入したとのことで、チベット語写本に混じって、

2葉の梵文写本が紹介されているからだという。奥付を見ると、1年以上前の 2017 年 3 月に北

京の民族出版社より刊行された図録であったが、筆者は出版については全く知らなかった(1)。

図録に掲載された 2葉はいずれもギルギット・バーミヤン第 2型書体 (プロトシャーラダー体

とも) のブラーフミー文字で書写された樺皮写本であった。上野氏が帰った後、いただいたカ

ラー複写をしばらく眺めていると、1葉は密教文献のように思えたが、もう 1葉は〔根本〕説

一切有部教団の『世間施設論 (Lokaprajñapti)』であることが分かった。筆者は今から 35 年

ほど前に京都の百万遍知恩寺や大阪の高貴寺といった関西の 4カ寺に 1葉づつ伝えられたアビ

ダルマ論典の貝葉写本と、インドのウッジャインに保存されているギルギット写本の一部を

『世間施設論』に同定して出版したことがあるが(2)、たった 1 葉とはいえ、35 年を経て、同じ

アビダルマ文献の新たな写本に出会えたことは感慨深い。上野牧生氏に感謝したい。この貴重

な 1葉から回収される梵文テキストと和訳を提示することが本稿の目的である。
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1 発見地と写本の年代

図録によると、2葉はガーリー地区のトリン寺 (mTho lding dGon pa) に所蔵されている写

本とのことであるが、トリン寺のこの種の写本は以前より知られていた。筆者の知る限り、

2000 年に北京で刊行されたチベット文物の豪華図録『宝蔵』第 1巻の中で、今回と全く同じ

ギルギット・バーミヤン第 2型書体の文字で書写された樺皮写本の数葉が大きく紹介されてい

たが(3)、一見して、いずれも巨大な『般若経』写本の一部であることが分かる。図録の説明文

によると、それらはトリン寺の仏塔址から発見された写本だという。ただし、この図録では今

回の図録に掲載されている 2葉についてはなんら言及がない。トリン寺は、文化大革命時のこ

とであるのかどうか筆者には定かではないが、大きく破壊された寺院として知られている。そ

れらの写本は寺院の書庫に保存されていた伝世写本ではなく、寺院の仏塔からの出土写本だと

いうのである。ただ、この図録にも、今回目にすることになった図録にも、一体どれだけの種

類、どれだけの量の写本が仏塔址から発見されたのかは全く記されていない。『世間施設論』

についても、同じ写本の他の部分も発見された可能性があるように思えるが、現時点では、他

の情報を筆者は知らない。

今回の 2葉のうち、密教文献の 1葉については、駒澤大学の加納和雄氏に見ていただいたが、

『グフヤサマージャ・タントラ』の聖者流のテキストである Caryāmelāpakapradīpa の一部で、

著者は密教のアールヤデーヴァだという(4)。そうであるならば、この写本の年代はどんなに早

くても 9世紀以降ということになるが、ギルギット・バーミヤン第 2型書体が相当後代まで使

用されていたことを窺わせる一例となるであろう。西チベットのトリン寺はインドのカシュ

ミールからそう離れているわけではない。これらの写本が 9世紀以降にカシュミールで書写さ

れ、トリン寺にもたらされことは容易に想像できる。なおギルギット・バーミヤン第 2型書体

は我が国に伝えられた梵字と共通の書体であり、関西 4カ寺のアビダルマ貝葉 4葉も同じ文字

で書写されている。ただし、我が国の貝葉 4葉には 7世紀前に遡るグプタ・ブラーフミー文字

の要素も強く残っており、共通の書体とはいえ、トリン寺の写本より相当古い時代に北インド

で書写され、中国を経て我が国に将来された貝葉写本であることは間違いない。

2 世間施設論について

〔根本〕説一切有部教団の論蔵を構成する「六足発智」の七論典のうち、『発智論

(Jñānaprasthāna)』『集 異 門 論 (Sam
̇
gītiparyāya)』『法 蘊 論 (Dharmaskandha)』『界 身 論

(Dhātukāya)』『識身論 (Vijñānakāya)』『品類論 (Prakaran
̇
a)』の六論典については、中央ア

ジアとギルギット出土の梵文断簡を除いて、すべて玄奘三蔵の漢訳によって伝えられているの

に 対 し て、複 数 の テ キ ス ト か ら 構 成 さ れ る 施 設 論 類 に つ い て は、『因 施 設 論

(Kāran
̇
aprajñapti)』だけが宋代の漢訳で伝えられ、『発智論』等の他の六論典がまったくチ

ベット語訳されなかったのに対し、『世間施設論』『因施設論』『業施設論 (Karmaprajñapti)』
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の三種の『施設論』がチベット語訳で伝えられている。ただ、説一切有部の『施設論』がこの

三種だけであったかどうかは不明である。本庄良文教授の研究によって、すでに失われてし

まったが、『随眠施設論 (Anuśayaprajñapti)』『名色施設論 (Nāmarūpaprajñapti)』等の存在

も推測されているからである(5)。明治以降の我が国の研究者がいくら挑戦しても正体不明のま

まであった日本のアビダルマ貝葉 4葉が、筆者の手によって『世間施設論』だと判明したのも、

チベット語訳文献まで探索の対象を広げたからであったと思う。平安時代に我が国にもたらさ

れたインド由来の貝葉写本が、対応する漢訳も存在せず、チベット語訳文献にのみ対応箇所が

あるとは当時の研究者は誰も想像すらしなかったのであろう。なお、『世間施設論』にはチ

ベット語訳に加えて、日本の貝葉とギルギット写本以外にも、ドイツ探検隊の将来したトル

ファン写本中にも紙写本の梵文断簡数点が発見されている(6)。

『世間施設論』は娑婆 (sahā) 世界の構造を中心に説く、所謂仏教宇宙論の初期アビダルマ

論典とみなされるが、トリン寺の 1葉がカヴァーする範囲は、月輪 (candraman
̇
d
̇
ala) と日論

(sūryaman
̇
d
̇
ala) と星形 (tārakārūpa)、つまり月と太陽と星々の構造を解説する箇所の 8 割

以上を占める。この 1葉と平行箇所を持つ他の梵文断簡は知られていない。その点でもこれは

貴重である。目録によると、フォリオサイズは 27.5 cm×9 cmとそう大きくはないが、14 行

づつ両面にびっしりと書かれていて、北京版で比較すると、日輪の項では月輪と同じ文章を省

略していることにより、この 1葉だけでチベット語訳の 3葉 6 面に対応する(7)。ほぼ完全な 1

葉であるが、図録の写真では、樺皮裏面の外側レイヤーの一部が折れ曲がって見えない部分が

ある(8)。ただし、文章を想定して読むことは可能である。表面の左欄外にフォリオ番号が書か

れているが、これをどう読むかは判然としない。筆者には 79に見えるが、問題はこの数字の

下に 21 と読みうる数字がチベット語の組み合わせ文字で書かれていることである(9)。チベッ

ト語で書かれた数字は後代にこの写本を見たチベット人によって追記されたものであろう。こ

の写本が『世間施設論』のみを書写した写本であるとすれば、チベット語訳の対応箇所から判

断して、21 は妥当なフォリオ番号であるが、ブラーフミー文字で書かれた数字はとても 21 と

は読めない。現時点ではフォリオ番号の問題は解決できない(10)。

なお、35 年前、筆者は日本の貝葉の同定にあたって『世間施設論』のチベット語訳を参照

するしかなかったが、その後、真宗大谷派の僧侶加藤清氏が残したチベット語訳からの和訳遺

稿が同朋大学の福田琢氏によって整理・公刊されたため、『世間施設論』は随分近づきやすい

論典となった(11)。人知れずに眠っていた資料に光を当てられた福田琢氏に感謝したい。

3 ローマ字転写

まずこの 1 葉のローマ字転写を提示する。所謂ドイツ方式で使われる転写記号を用いるが、

書写生の誤写は訂正せず、書写生が書き忘れたと思われる文字、破損した文字、およびレイ

ヤーが折れ曲がった箇所、さらに削除すべきと思われる文字と句読点はそれぞれの用途別括弧

佛教大学 仏教学部論集 第 103号 (2019年 3月)

― 31 ―



に入れた。なお短いダンダは普通のダンダと区別していない。

recto

1 syāntaro bhūmibhāgah
̇
abhirūpo darśanīyah

̇
prāsādikaś citra | sucitra | ekaśatena dhātuśatena

citritah
̇
| mr
̇
duh
̇
sumr
̇
duh
̇
tadyathā tūlapicur vāh

̇
 karpāsapi-

2 cur vā | niks
̇
ipte pāde avanamaty utks

̇
ipte pāde unnamati | ājānumātrai māndārakaih

̇
pus
̇
pai

samchanna <|> yatrāmanus
̇
yā vāyusam

̇
yogena paurān

̇
āni pus

̇
pān
̇
y abhi-

3 nirhriyanti | navāni pus
̇
pān
̇
i samākīryante | yathā cāhah

̇
 paurān

̇
āni <pu>s

̇
pān
̇
y

abhinirhriyante || navāni pus
̇
pān
̇
i pi sam

̇
haranti | mahānilā candrapure vānti ca-

4 ndramasah
̇
pun
̇
yadhipateyaprabhāvā | candraman

̇
d
̇
alasya madhye vethīh

̇
 pam

̇
cāśad

yojanānāny āyāmenādhyardhayojanam
̇
vis
̇
kam
̇
bhen
̇
a | abhirūpā darśanīyā prāsādikā

5 kām
̇
canavālukāstīrn

̇
ā candanavāriparis

̇
iktā | tasyā ubhayo pārśvayo pus

̇
karin
̇
yo māpitā | tā

khalu pus
̇
karin
̇
yā | caturvidhābhir as

̇
t
̇
akābhi sthitā sauvarn

̇
ama-

6 yābhi rūpyamayābhi vaid
̇
ūryamayābhi sphat

̇
ikamayābhi | tāsām

̇
khalu pus

̇
karin
̇
īnām
̇

caturdiśah
̇
sopānāni māpitāni | tāni khalu sopānāni caturvidhā-

7 bhir as
̇
t
̇
ikābhi <citāni> | suvarn

̇
amayībhi rūpyamayībhi | vaid

̇
ūryamayībhih

̇
sphat

̇
ikamayībhih

̇
<|> tā khalu pus

̇
karin
̇
yaś caturvidhābhi vedikābhir anupariks

̇
iptāh
̇
suvarn

̇
a-

8 mayībhir yāva | sphat
̇
ikamayībhi | suvarn

̇
amayyā vaidikāyā rūpyamayyam adhis

̇
t
̇
hānam

ālam
̇
banam

̇
sū[ca]ko māpita | rūpyamayyā sauvarn

̇
amayam

̇
<|> vaid

̇
ūryamayyā sphat

̇
ika-

9 mayam
̇
<|> sphat

̇
ikamayyā ved

̇
ūryamayam

̇
adhis
̇
t
̇
hānam ālam

̇
banam

̇
sūcako māpitah

̇
abhirūpā darśanīyāh

̇
prāsādikāh

̇
<|> pūrn

̇
ā śītena vārin

̇
āh
̇
 ks
̇
odrakalpenā<m

̇
>bu-

10 nāh
̇
 <|> utpalakumudapun

̇
d
̇
arīkasam

̇
cchannāh

̇
<|> vividhā jalajā śakunayo valgusvarā |

manojñasvarā | madhurasvarā | kāmarūpin
̇
o ʼbhi<ni>kūjanti | tasā sāmanta-

11 kena vividhāh
̇
pus
̇
pavr
̇
ks
̇
āh
̇
phalavr

̇
ks
̇
āh
̇
sujātā susam

̇
sthitāh

̇
suparin

̇
atāh
̇
āpīd
̇
akajātā |

tadyathā daks
̇
en
̇
a mālākāren

̇
a vā mālākārām

̇
te-

12 vāsinā vā mālāgun
̇
āni grathitāny ava<tam

̇
>sakāni sukr

̇
tāni <|> vividhā | sthalajā śakunayo

valgusvarā | yāvad abhinikūjantih
̇
 <|> caturvidhā kalpadus

̇
yavr
̇
-

13 ks
̇
āh
̇
nīlā yāvad avadātā ni | vividhā vāditravr

̇
ks
̇
āh
̇
vīn
̇
āvīen

̇
uvallarīsughos

̇
akāh
̇
<|> vividhā

ābharan
̇
avr
̇
ks
̇
āh
̇
hastopagāh

̇
pādopagāh

̇
14 guhyā prākāśikā | yādr

̇
śam ākām

̇
ks
̇
am
̇
ti devo vā devakanyā vā | sahacittotpādād asya

tādr
̇
śo haste prādurbhavati | caturvidhā sudhā madhu madhumādhavam

̇
pā-

verso

1 nam
̇
<|> harmyān

̇
i kūt
̇
āgārān

̇
i prāsādāh

̇
āmbāsanakāny avalokanakāni | nārīganavirāji(tāni |)

apsara<h
̇
>sam
̇
ghanis

̇
evitāni tūryavādābhitād

̇
anāni nānā(gandhani-)

2 s
̇
evitāni upetāny annapānena | yatra candro devaputrah

̇
saparivārah

̇
krīd
̇
ati ramate pa(ri)-

cārayati | svam
̇
karmaphalam

̇
pratyanubhavati | sūryaman

̇
d
̇
alasya kim

̇
(p)r(amān

̇
am
̇
|)

3 āha <|> sūryaman
̇
d
̇
alam ekapam

̇
cāśad yojanāny āyāmena | ekapam

̇
cāśad yojanāni vi(s

̇
kam
̇
bhe-)

[n
̇
a] | tr

̇
pam
̇
cāśad yojanāni yojanaśatam

̇
samantapariks

̇
epe(n
̇
a |)

4 ardhas
̇
as
̇
t
̇
āni yojanāny as

̇
t
̇
ādaśamaś ca bhāgo yojanasya yo kot

̇
ī bahutvena | abhirūpam

̇
darśanīyam

̇
prāsādikam

̇
sphat

̇
ikamayam

̇
sauvarn

̇
ena prākāren

̇
ā-

5 nupariks
̇
iptam
̇
| sa khalu prākāro ʼrdhayojanam uccatvena vistaren

̇
aivam eva vaktavyam

̇
yathā candraman

̇
d
̇
alam* <|> iha tv ekapam

̇
cāśadyojanāni vīthī āyāmena | tā-

6 rakārūpān
̇
ām
̇
kim
̇
pramān

̇
am
̇
| āha | <yāni> tārakārūpān

̇
i sarvamahānti | tāny as

̇
t
̇
ādaśakros

̇
a-
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kāni <|> yāni sarvaparittāni | tāni trikros
̇
akāni <|> [dvādaśa]kros

̇
akā-

7 ni ca | yadbhūyasa <|> abhirūpān
̇
i darśanīyāni prāsādikayāni sphat

̇
ikamayāni sauvarn

̇
ena

prākāren
̇
ānupariks

̇
iptāni | tasmim

̇
khalu prākāre caturvidhā-

8 ni khod
̇
akāni māpitāni suvarn

̇
amayāni yāva sphat

̇
ikamayāni | caturvvidhāny āvidhyanakāny

avalokāni | tasyāntaro bhūmibhāgah
̇
abhirūpo darśa-

9 nīyah
̇
prā[sā]dikah

̇
citra | sucitra | ekaśatena dhātuśatena citritah

̇
mr
̇
duh
̇
sumr
̇
duh
̇
tadyathā

tūlapicur vā | karpāsapitur (vā | niks
̇
ipte pāde a-)

10 vanamaty utks
̇
ipte pāde unnamati | ājānumātramāndārakaih

̇
pus
̇
pai sam

̇
[channa |]

<yatrāmanus
̇
yair> [vā]yusam

̇
yogena paurān

̇
ānih
̇
 pus
̇
pān
̇
y abhi<ni>rhriya(nt)i (navāni pus

̇
pā-

ni samā-)

11 kīryante | yathā cāha paurān
̇
yan
̇
a pus
̇
pān
̇
y abhinirharam

̇
ti navāni pus

̇
pāni samā[kriya]nti |

mahānilā vānti vimānavares
̇
u | vaim(ānikānām

̇
pun
̇
yādhipate-)

12 ye pratyam
̇
yā .. <|> tes

̇
ā<m
̇
> madhye pus

̇
karin
̇
yo māpitā | tā khalu pus

̇
parin
̇
yah
̇
caturvidhā-

[bhir as
̇
t
̇
akā]bhiś citāh

̇
suvarn

̇
amayībhi | rūpyamayī(bhi vaid

̇
ūryamayībhih

̇
)

13 sphat
̇
ikamayībhih

̇
<|> tāsām

̇
khalu pus

̇
karin
̇
īnām
̇
caturdi[śam

̇
so]pānāni māpitāni | tā[ni

kha]lu sopānāni | caturvidhābhir is
̇
t
̇
akābhi (citāni suvarn

̇
ama-)

14 yībhi | rūpyamayībhi | vaid
̇
ūryamayībhi | spha[t

̇
ika]ma[yībhi]h

̇
| tā khalu pus

̇
karin
̇
yah
̇
catu

[rvi]dhābhir vedikābhir anupariks
̇
iptā | yāva[d]. ///

4 梵文テキストと和訳

仏教聖典の伝承は口承が基本であるが、紀元後になると書写による伝承も始まる。しかし、

書写という営みの性格上、写本は書写年代が古ければ古いほど正確な読みを伝えているといえ

る(12)。この 1 葉は 9世紀以降に書写されたと見なされるが、この時代の写本は、例えば、書

写生の技術も高かったグプタ王朝期の写本に比べると、もはや書写の技術も失われ、正確な読

みを伝えているとは言い難い(13)。ローマ字転写を見れば一目瞭然であるが、サンディ、格変

化は乱れ、しばしはヴィサルガをダンダで置き換えたり、受動文の主語と動詞語尾が破綻する

など、文法規則を逸脱する箇所は枚挙に暇がない。これは何らかの崩れた梵語で書かれている

というわけではなく、単に書写の問題であるとみなしてよいであろう。以下にローマ字転写に

基づいて作成した梵文テキストと和訳を提示するが、語形はすべて正規形に修正し、ダンダ等

も修正、加筆した。これらについては一々注記しない。ローマ字転写と以下の梵文テキストを

比較していただければ、筆者がどのように修正したかが分かるはずである。

またこの 1葉は、前述のように、娑婆世界の説明の中で、月輪と日論と星形の解説部分をカ

ヴァーするが、これら三者の基本的な構造については、ほぼ同文が繰り返されている。また

『マーンダートリ・アヴァダーナ (Māndhātāvadāna)』に説かれる三十三天のスダルシャナ城

(Sudarśan
̇
anagara) の構造と共通する部分が多く見られる。『マンダートリ・アヴァダーナ』

は『ディヴヤ・アヴァダーナ (Divyāvadāna)』の第 17話であるから、カウエルらによる梵文

校訂テキストが知られ、さらに単独では松村恒氏によってギルギット写本から校訂されてい

る(14)。以下のテキスト作成にあたっては、これら二つの梵文テキストを参照した。さらに同
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アヴァダーナは『根本説一切有部律』の『薬事 (Bais
̇
ajyavastu)』にも取り込まれているが、

この部分は『薬事』のギルギット写本には含まれていない。ただ『薬事』のチベット語訳には

含まれるので、現在早稲田大学高等研究所の八尾史さんのチベット語訳からの『薬事』の和訳

を参照させていただいた(15)。

〔candraman
̇
d
̇
ala〕… (ta)(r1)syāntaro bhūmibhāgo ʼbhirūpo darśanīyah

̇
prāsādikaś citrah

̇
sucitra ekaśatena dhātuśatena citritah

̇
|mr
̇
duh
̇
sumr
̇
duh
̇
tadyathā tūlapicur vā karpāsapi(r2)cur

vā niks
̇
ipte pāde avanamaty utks

̇
ipte pāde unnamati | ājānumātrair māndārakaih

̇
pus
̇
paih
̇

sam
̇
channah

̇
| yatrāmanus

̇
yair vāyusam

̇
yogena paurān

̇
āni pus

̇
pān
̇
y abhi(r3)nirhriyante | navāni

pus
̇
pān
̇
i samākīryante | yathā cāha paurān

̇
āni pus

̇
pān
̇
y abhinirhriyante | navāni pus

̇
pān
̇
i

samākīryante | mahānilāh
̇
candrapure vānti ca(r4)ndramasah

̇
pun
̇
yādhipateyaprabhāvāt |

candraman
̇
d
̇
alasya madhye vīthī pam

̇
cāśad yojanānāny āyāmenādhyardhayojanam

̇
vis
̇
kambhen

̇
a | abhirūpā darśanīyā prāsādikā (r5) kām

̇
canavālukātīrn

̇
ā candanavāriparis

̇
iktā |

tasyā ubhayoh
̇
pārśvayoh

̇
pus
̇
karin
̇
yo māpitāh

̇
| tāh
̇
khalu pus

̇
karin
̇
yah
̇
caturvidhābhir

is
̇
t
̇
akābhih

̇
sthitāh

̇
suvarn

̇
ama(r6)yībhī rūpyamayībhir vaid

̇
ūryamayībhih

̇
sphat

̇
ikamayībhih

̇
|

tāsām
̇
khalu pus

̇
karin
̇
īnām
̇
caturdiśam

̇
sopānāni māpitāni | tāni khalu sopānāni

caturvidhā(r7)bhir is
̇
t
̇
akābhih

̇
citāni suvarn

̇
amayībhī rūpyamayībhir vaid

̇
ūryamayībhih

̇
sphat

̇
ikamayībhih

̇
| tāh

̇
khalu pus

̇
karin
̇
yaś caturvidhābhir vedikābhir anupariks

̇
iptāh
̇

suvarn
̇
a(r8)mayībhir yāvat sphat

̇
ikamayībhih

̇
| suvarn

̇
amayyā vedikāyā rūpyamayam adhis

̇
t
̇
hā-

nam ālambanam
̇
sūcako māpitah

̇
| rūpyamayyāh

̇
suvarn

̇
amayam

̇
| vaid
̇
ūryamayyāh

̇
sphat

̇
ika(r9)-

mayam
̇
| sphat

̇
ikamayyā vaid

̇
ūryamayam adhis

̇
t
̇
hānam ālam

̇
banam

̇
sūcako māpito ʼbhirūpo

darśanīyah
̇
prāsādikah

̇
|

pūrn
̇
āh
̇
śītena vārin

̇
ā ks
̇
audrakalpenāmbu(r10)nā | utpalakumudapun

̇
d
̇
arīkasam

̇
cchannāh

̇
|

vividhā jalajāh
̇
śakunayo valgusvarā manojñasvarā madhurasvarāh

̇
kāmarūpin

̇
o ʼbhinikūjanti |

tāsām
̇
sāmanta(r11)kena vividhāh

̇
pus
̇
pavr
̇
ks
̇
āh
̇
phalavr

̇
ks
̇
āh
̇
sujātāh

̇
susam

̇
sthitāh

̇
suparin

̇
atāh
̇

āpīd
̇
akajātāh

̇
| tadyathā daks

̇
en
̇
a mālākāren

̇
a vā mālākārānte(r12)vāsinā vā mālāgun

̇
āni

grathitāny avatam
̇
sakāni sukr

̇
tāni | vividhāh

̇
sthalajāh

̇
śakunayo valgusvarā yāvad abhinikūjanti |

caturvidhāh
̇
kalpadūs

̇
yavr
̇
(r13)ks

̇
āh
̇
nīlā yāvad avadātāh

̇
| vividhā vāditravr

̇
ks
̇
āh
̇

vīn
̇
āven
̇
uvallarīsughos

̇
akāh
̇
| vividhā ābharan

̇
avr
̇
ks
̇
āh
̇
hastopagāh

̇
pādopagāh

̇
(r14) guhyāh

̇
prākāśikāh

̇
| yādr

̇
śam ākām

̇
ks
̇
ati devo vā devakanyā vā sahacittotpādād asya tādr

̇
śo haste

prādurbhavati | caturvidhāh
̇
sudhā madhu madhumādhavam

̇
pā(v1)nam

̇
| harmyān

̇
i kūt
̇
āgārān

̇
i

prāsādā āmbāsanakāny avalokanakāni | nārīgan
̇
avirājitāni | apsarah

̇
sam
̇
ghanis

̇
evitāni

tūryavādābhitād
̇
anāni nānāgandhani(v2)s

̇
evitāni upetāny annapānena | yatra candro devaputrah

̇
saparivārah

̇
krīd
̇
ati ramate paricārayati | svam

̇
karmaphalam

̇
pratyanubhavati |

〔sūryaman
̇
d
̇
ala〕 sūryaman

̇
d
̇
alasya kim

̇
pramān

̇
am
̇
| (v3) āha | sūryaman

̇
d
̇
alam ekapam

̇
cāśad

yojanāny āyāmena | ekapam
̇
cāśad yojanāni vis

̇
kam
̇
bhen
̇
a | tripam

̇
cāśad yojanāni yojanaśatam

̇
samantapariks

̇
epen
̇
a | (v4) ardhas

̇
as
̇
t
̇
āni yojanāny as

̇
t
̇
ādaśamaś ca bhāgo yojanasya bahutvena |

abhirūpam
̇
darśanīyam

̇
prāsādikam

̇
sphat

̇
ikamayam

̇
sauvarn

̇
ena prākāren

̇
ā(v5)nupariks

̇
iptam
̇
|

sa khalu prākāro ʼrdhayojanam uccatvena vistaren
̇
aivam eva vaktavyam

̇
yathā

candraman
̇
d
̇
alam |

〔tārakārūpa〕 tā(v6)rakārūpān
̇
ām
̇
kim
̇
pramān

̇
am
̇
| āha | yāni tārakārūpān

̇
i sarvamahānti tāny

as
̇
t
̇
ādaśakros

̇
akāni | yāni sarvaparittāni tāni trikros

̇
akāni | dvādaśakros

̇
akā(v7)ni ca yadbhūyasā |

abhirūpān
̇
i darśanīyāni prāsādikāni sphat

̇
ikamayāni sauvarn

̇
ena prākāren

̇
ānupariks

̇
iptāni |

tasmim
̇
khalu prākāre caturvidhā(v8)ni khod

̇
akāni māpitāni suvarn

̇
amayāni yāvat

sphat
̇
ikamayāni | caturvidhāny āvidhyanakāny avalokāni |
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tasyāntaro bhūmibhāgo ʼbhirūpo darśa(v9)nīyah
̇
prāsādikaś citrah

̇
sucitra ekaśatena

dhātuśatena citritah
̇
| mr
̇
duh
̇
sumr
̇
duh
̇
tadyathā tūlapicur vā karpāsapitur vā niks

̇
ipte pāde

a(v10)vanamaty utks
̇
ipte pāde unnamati | ājānumātrair māndārakaih

̇
pus
̇
paih
̇
sam
̇
channah

̇
|

yatrāmanus
̇
yair vāyusam

̇
yogena paurān

̇
āni pus

̇
pān
̇
y abhinirhriyante navāni pus

̇
pāni

samā(v11)kīryante | yathā cāha paurān
̇
āni pus

̇
pān
̇
y abhinirhriyante navāni pus

̇
pāni

samākīryante |mahānilā vānti vimānavares
̇
u | vaimānikānām

̇
pun
̇
yādhipate(v12)yapratyayāt |

tes
̇
ām
̇
madhye pus

̇
karin
̇
yo māpitāh

̇
| tāh
̇
khalu pus

̇
parin
̇
yah
̇
caturvidhābhir is

̇
t
̇
akābhiś

citāh
̇
suvarn

̇
amayībhi rūpyamayībhir vaid

̇
ūryamayībhih

̇
(v13) sphat

̇
ikamayībhih

̇
tāsām

̇
khalu

pus
̇
karin
̇
īnām
̇
caturdiśam

̇
sopānāni māpitāni | tāni khalu sopānāni caturvidhābhir is

̇
t
̇
akābhiś

citāni suvarn
̇
ama (v14) yībhi rūpyamayībhir vaid

̇
ūryamayībhih

̇
sphat

̇
ikamayībhih

̇
| tāh
̇
khalu

pus
̇
karin
̇
yah
̇
caturvidhābhir vedikābhir anupariks

̇
iptā yāvad . . .

〔月輪〕(16) ……その〔月輪の塁壁 (prākāra)〕内部の地面 (bhūmibhāga) は形よく (abhirūpa)

美しく (darśanīya)端正で (prāsādika)色とりどりで (citra) たいそう色とりどりで (sucitra)

百一〔種〕の顔料 (dhātuśata) で彩られ、例えば、トゥーラ綿 (tūlapicu) あるいはカルパー

サ綿 (karpāsapicu) のように柔軟で (mr
̇
du) たいそう柔軟で (sumr

̇
du) 足を下ろすと沈み、

足を上げると浮き上がり、膝までの量の (ājānumātra) マンダーラの (māndāraka) 花(17)に覆

われている。そこでは人間でない者たちによって、風と結びついて (vāyusam
̇
yogena) 古い

(paurān
̇
a) 花々 (pus

̇
pān
̇
i) が吹き飛ばされ、新しい (nava) 花々がまき散らされる。例えば

「月の城 (candrapura) では、月 (candramas) の福徳の増上力によって(18)、大風 (mahānilā)

が吹いて、古い花々が吹き飛ばされ、新しい花々がまき散らされる。」と言う如くである。

月輪の中央 (madhya) には、長さ (āyāma) 50 ヨージャナ、幅 (vis
̇
kambha) 1.5 ヨー

ジャナの道 (vīthī) がある。形よく、美しく、端正で、金の砂 (kām
̇
canavālukā) が敷かれ、

栴檀の水 (candanavāri) が撒かれている。その〔道の〕両側 (ubhaya-pārśva) には蓮池

(pus
̇
karin
̇
ī) が作られている。それらの蓮池は、金製 (suvarn

̇
amayī) 銀製 (rūpyamayī) 瑠璃

製 (vaid
̇
ūryamayī) 水晶製 (sphat

̇
ikamayī) の四種の煉瓦 (is

̇
t
̇
akā) が積まれている(19)。それ

らの蓮池の四方に階段 (sopāna) が設置されている。それらの階段は、金製、銀製、瑠璃製、水

晶製の四種の煉瓦が積まれている。それらの蓮池は、金製ないし水晶製の四種の欄干 (vedikā)

で取り囲まれている。金製の欄干には、形よく、美しく、端正な銀製の台座 (adhis
̇
t
̇
hāna) と

支持棒 (ālambana) と留め金 (sūcaka) が設置され、銀製の〔欄干〕には金製が、瑠璃製の

〔欄干〕には水晶製が、水晶製の欄干には、瑠璃製の台座と支持棒と留め金が設置されている。

〔また蓮池は〕冷たい (śīta) 水、蜜蜂の〔蜜の〕ような (ks
̇
audrakalpa) 水で満たされ、青

蓮華 (utpala) 黃蓮華 (kumuda) 白蓮華 (pun
̇
d
̇
arīka) に覆われている。種々の水鳥 (jaraja-

śakuni) たちは、望みの姿を取って (kāmarūpin) 愛らしい声 (valgusvara) 快い声

(manojñasvara) 甘い声 (madhurasvara) で鳴いている。それら〔蓮池〕の周囲には、種々の花

の木 (pus
̇
pavr
̇
ks
̇
a) 果実の木 (phalavr

̇
ks
̇
a) がよく育ち (sujāta) 形よく育ち (susam

̇
sthita) 花

が垂れ (suparin
̇
ata) 花で覆われている (āpīd

̇
akajāta)。例えば、有能な花輪職人 (mālākāra)
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あるいは花輪職人の弟子 (antevāsin) によって花輪類 (mālāgun
̇
a) が編まれ、耳飾り

(avatam
̇
saka) が良く作られるようなものである。陸鳥 (sthalaja-śakuni) たちも、愛らしい

声で ……中略 (yāvat) …… 鳴いている。

青ないし白の四種の如意樹 (kalpadūs
̇
yavr
̇
ks
̇
a) があり、琵琶 (vīn

̇
ā) 笛 (ven

̇
u) 琴 (vallarī)

笙 (sughos
̇
aka) といった種々の楽器の樹 (vāditravr

̇
ks
̇
a) があり、手に付けたり (hastopaga)

足に付けたり (pādopaga)〔服の〕内に付けたり (guhya) 外に付ける (prākāśika) 種々の装

飾品の樹 (ābharan
̇
avr
̇
ks
̇
a) があり、天人 (deva) あるいは天人の娘 (devakanyā) がそのよ

うな物を望む心を起こすや否や (sahacittotpādāt) その通りの物がその者の手に現れる。スダ

酒 (sudhā) マドゥ酒 (madhu) マドゥマーダヴァ酒 (madhumādhava) パーナ酒 (pāna) の

四種があり、望楼 (harmya) 楼閣 (kūt
̇
āgārā) 高楼 (prāsāda) 鐘楼 (āmbāsanaka) 展望台

(avalokanaka) は、女性の群れ (nārīgan
̇
a) によって輝き、天女 (apsaras) の集団 (sam

̇
gha)

に給仕され、楽器の演奏 (tūryavāda) で囃され、様々な香 (nānāgandha) が用意され、飲み

物と食べ物 (annapāna) が備えられている。そこで月の天子 (candro devaputrah
̇
) は仲間と

共に戯れ、喜び、楽しんで、自らの業の果報を享受するのである。

〔日輪〕日輪 (sūryaman
̇
d
̇
ala) の量 (pramān

̇
a) はどれだけか。答える (āha)。日輪は長さ 51

ヨージャナ、幅 51ヨージャナ、周囲 (samantapariks
̇
epa) 153ヨージャナ、厚さ (bahutva)

5.5ヨージャナ(20)、および 18 分の 1ヨージャナである。〔日輪は〕形よく、美しく、端正で、

水晶製であり、金の塁壁 (prākāra) で囲まれている。その塁壁は高さ (uccatva) 半ヨージャ

ナであり ……〔これ以降の〕詳細は月輪の〔項で答えた〕通りに説かれるべし(21)。

〔星形〕星形 (tārakārūpa) の量はどれだけか。答える。星形の中で最大のものは 18クロー

シャであり、最小のものは 3クローシャであるが、大部分は 12クローシャである。〔星形は〕

形よく、美しく、端正で、水晶製であり、金の塁壁で囲まれている。その塁壁の中に、金製な

いし水晶製の四種の尖塔 (khod
̇
aka) 四種の上窓 (āvidhyanaka) 下窓 (avaloka)(22) が設置さ

れている。

その〔塁壁の〕内側の地面は形よく、美しく、端正で、色とりどりで、たいそう色とりどり

で、百一〔種〕の顔料で彩られ、例えば、トゥーラ綿、あるいはカルパーサ綿のように柔軟で、

たいそう柔軟で、足を下ろすと沈み、足を上げると浮き上がり、膝までの量のマンダーラの花

に覆われている。そこでは人間でない者たちによって、風と結びついて、古い花々が吹き飛ば

され、新しい花々がまき散らされる。例えば「最上の宮殿では、天人 (vaimānika) たちの福

徳の増上力によって(23)、大風が吹いて、古い花々が吹き飛ばされ、新しい花々がまき散らさ

れる。」と言う如くである。

それら〔星形〕の中央には、蓮池が作られている。それらの蓮池は、金製、銀製、瑠璃製、
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水晶製の四種の煉瓦が積まれている。それらの蓮池の四方に階段が設置されている。それらの

階段は、金製、銀製、瑠璃製、水晶製の四種の煉瓦が積まれている。それらの蓮池は、金製な

いし〔水晶製の〕四種の欄干 (vedikā) で取り囲まれている…

最後に

『世間施設論』の月輪と日論と星形の項に描かれる情景と『マーンダートリ・アヴァダーナ』

に説かれる三十三天のスダルシャナ城の記述は、用いられた単語も文章もほぼ共通するもので

あるが、いずれがオリジナルかは現時点でははっきりしない。ある意味で、これは古代インド

人の理想とする世界を描いたものとも言えよう。『世間施設論』は原始的ともいえる初期アビ

ダルマ文献の一つであり、さらに両者はいずれも〔根本〕説一切有部教団の文献であるから、

後者が前者の文章をそのまま用いた可能性はあろう。本稿で作成したテキストには、一部の単

語が意味不明、あるいは一部の文章で構文が未確定の箇所もあり、決定版のテキストと和訳を

発表したと言うつもりはないが、いずれにしても、同内容の文献は知られていたとはいえ、こ

れまで発見されていなかった『世間施設論』自体の梵文原典の一部を新たに紹介できたことに

意味はあると思う。
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図版『西蔵阿里地区珍貴古籍図録』(pp. 105-106，原版はカラー)より転載。上=recto, 下==verso
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〔注〕

( 1 )『西蔵阿里地区珍貴古籍図録』北京、民族出版社 (2017. 3)。梵文写本 2 葉は 105-108頁に掲載。他

の地区も含めて図録は同時に 5冊刊行されたようで、うち 3冊がカラー図版付図録である。筆者は

中国佛学院 (北京) の専任講師象本法師にお願いして阿里地区図録を、残り 4冊については中国書

書店より本年 9月にすべて入手した。5冊中、梵文写本は阿里地区図録に 2点掲載されているのみで、

あとはすべてチベット語の稀覯文献である。

( 2 ) 松田 1982。ウッジャインの『世間施設論』写本については、拙稿ではチベット語訳の対応頁を示し

たのみで梵文テキストは未掲載。ローマ字転写は Sengupta 1975 に発表されているが、『世間施設

論』に同定されているわけではない。単にラフなローマ字転写が示されるのみ。従って、ウッジャ

イン写本の『世間施設論』については研究は未完のまま残されていると言える。なお同書に掲載さ

れているウッジャインの『法蘊論』部分については Dietz 1984 に校訂テキストが出版されている。

( 3 )『宝蔵 ――中国西蔵歴史文物――』(第一冊) 朝華出版社 (2000)。トリン寺出土の般若経樺皮写本

は 144-145頁に掲載。

( 4 ) 加納和雄氏の 7月 28 日付私信による。

( 5 ) 本庄良文 1998。
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( 6 ) SHT 1134 (Teil 5), 1594 (Teil 6), 1678 (Teil 7), 4214 (Teil 10), 6652 (Teil 12).『世間施設論』の梵

文断簡全般については Dietz 1989a, b, c 参照。

( 7 ) P. ed., No. 5587, Khu 49a6-52a7. この部分のチベット語訳からの和訳については、福田琢 1999-2004

の (3) pp. 41-45参照。

( 8 ) 樺皮写本は貝葉写本と異なり、数枚の薄いレイヤーを重ねて作成されているため、片面全体が剥離

して失われたり、一部が剥離したり折れ曲がることがしばしば見られる。

( 9 ) 小野田俊蔵教授の御教示による。本稿におけるチベット語の片仮名表記についても同教授より御教

示をいただいた。お礼申し上げる。

(10) 本稿末尾に図録から写本写真を転載しておくので、参照していただきたい。

(11) 福田琢 1999-2004。福田氏は『世間施設論』に引き続いて、『因施設論』についても刊行を始めてい

る (福田琢 2007)。さらに『業施設論』についても加藤清氏の遺稿を紹介している (福田琢 2000)。

本稿の 1葉と対応する月輪・日輪・星の和訳は福田琢 1999-2004 の (3), pp. 41-45.

(12) インドと中央アジアにおける仏教写本の伝承については拙稿 (松田 2010) を参照して頂きたい。

(13) 例えば、筆者も研究に加わっているギルギット写本の『長阿含 (Dīrgha-āgama)』はこの 1葉の年代

に近い 8 世紀の書写とみなされる。見た目は専門の書写生の書いた美しい写本であるが、書写され

た梵文『長阿含』のテキスト自体は誤写と非正規形の綴りに満ちている。

(14) Divyāvadāna については、Cowell 1886, pp. 220-222. Divyāvadāna は長い間日本語訳されていな

かったが、10 年前に京都文教大学の平岡聡教授の読み易い全訳が公刊された。この 1 葉と平行する

箇所は、平岡聡 2007, pp. 390-391参照。ギルギット写本からの校訂テキストは松村恒氏のオースト

ラリア国立大学に提出された学位論文に含まれる。対応箇所は Matsumura 1980, pp. 17-22. 松村

恒氏の学位論文の入手にあたっては八尾史さんの手を煩わせた。御礼申し上げる。松村氏は

Mahāsudarśanāvadānaも刊行しているが、それにも一部同文が含まれる (Matsumura 1988)。

(15) 八尾史 2013, pp. 312-313.

(16) この 1 葉には月輪の冒頭部の文章は含まれないが、次の日輪の項と同じ文章である。チベット語訳

からの和訳は福田琢 1999-2004(3), p. 41参照。

(17) 写本では māndāraka であるが、これは mandāra の形容詞形。Divyāvadāna では mandārava,

Matsumura 1980 ではmāndāraka で、この写本と同じ。

(18) 写本では candramasah
̇
pun
̇
yadhipateyaprabhāvā(sic) と書かれているが修正した。これと同じ構造

の文章は星の項でも現れ、そちらでは、写本は vaim(ānikānām
̇
pun
̇
yādhipate)(v12)ye pratyam

̇
yā ..

としか読めないが、これをテキストでは vaimānikānām
̇
pun
̇
yādhipate(v12)yapratyayātと修正した。

チベット語訳では両者とも同文で訳されているにもかかわらず、写本でなぜ両者が異なるか不明。

とりあえず同文として和訳しておく。

(19) 他の箇所では cita であるが、ここでは sthita が使われている。cita に修正すべきか。

(20) 写本では yo kot
̇
ī bahutvena と書かれている。yo kot

̇
īは意味不明。削除した。ただチベット語訳は

「厚さ」と訳していて、bahutva を「厚さ」と翻訳可能かどうか疑問が残る。

(21) 月輪の項と同じであるので、この 1 文だけを置いて、以下を省略するが、写本では省略されたはず

の一部 (iha tv ekapam
̇
cāśadyojanāni vīthī āyāmena) が書かれている。ローマ字転写の項参照。校訂

テキストでは削除した。なお、チベット語訳では省略されずに全文が訳されている。

(22) khod
̇
aka, āvidhyanaka, avaloka が実際に如何なるものか不明。とりあえず八尾史 2013 (p. 312)「小

塔…上を見る、下を見る窓」を参照して訳した。Matumura 1980 (p. 18) では、khot
̇
aka, udvedha-

ka, nirvedhaka. Divyāvadānaでは、…s
̇
od
̇
akā … ūrdhvī ekā nibaddhā sam

̇
kraman

̇
ikā. 平岡聡 2007, p.

390「笠石…〔塀の〕上には一つの休憩室…」と訳し、平岡は笠石と訳した s
̇
od
̇
aka を意味不明の語

とする。

(23) 注 18参照。

(まつだ かずのぶ 仏教学科)

2018 年 11 月 15 日受理

佛教大学 仏教学部論集 第 103号 (2019年 3月)

― 39 ―


